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平成 31 年度公共用水域水質測定計画

１ 目的 
この計画は、水質汚濁防止法第 16 条の規定に基づき、神奈川県内の公共用

水域の水質の測定について必要な事項を定めるものである。 

２ 実施期間 
平成 31 年４月から平成 32 年３月までとする。 

３ 測定項目及び測定頻度 
別表１のとおりとする。 

健康項目：人の健康を保護する上で維持されることが望ましい基準として環境基
準が定められた 27 項目 

生活環境項目：生活環境を保全する等の上で維持されることが望ましい基準とし
て環境基準が定められた 12項目 

特殊項目：法・条例の排水規制の対象である７項目 

その他の項目：環境基準の達成状況を判断する上で必要な８項目 

観測項目：採水時に現場にて観測する 13項目 

４ 測定地点及び測定機関 
別表２のとおりとする。 

５ 採水時期 
採水日前において比較的晴天が続き、水質が安定している日を選ぶものと

する。 

６ 採水部位 
（１）河川については、原則として流心部とし、水面から水深の２割程度の深

さとする。
（２）湖沼及び海域については、上層（水面下 0.5ｍ）及び下層（水深が 51ｍ

以下の地点にあっては底上１ｍ、51ｍを超える地点にあっては水面下 50ｍ）
の２層とする。

７ 測定方法 
別表３に掲げる方法とする。 

８ 測定結果の送付等 
（１）測定機関は、毎月の測定結果を神奈川県知事に送付するものとする。
（２）測定結果の送付の期限は、測定月の翌月の末日とする。

ただし、健康項目について、環境基準値を超える数値を検出した場合は、
速やかに神奈川県知事に連絡するとともに、当該水域に関し追跡調査を行
うものとする。 

９ 測定結果の公表 
  公共用水域水質測定計画に基づき各測定機関が行った測定結果の公表は、

各測定機関が個別に行うほか、神奈川県知事が取りまとめて行う。 

10 その他 
この計画に定めない事項については、各測定機関が協議して定めるものと

する。 
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別表１ 測定項目及び測定頻度 

項目 

区分 

項目 

番号 
項 目 

測 定 頻 度 

河 川 湖 沼 海 域 

観

測

項

目

１ 天 候 採 水 時 に 毎 回 採 水 時 に 毎 回 採 水 時 に 毎 回 

２ 前 日 天 候 年 12 日（１日１回） 年 12 日（１日１回） 年 12 日（１日１回） 

３ 水 深 採 水 時 に 毎 回 採 水 時 に 毎 回 採 水 時 に 毎 回 

４ 採 取 水 深 〃 〃 〃 

５ 流 速 〃 － － 

６ 流 量 〃 － － 

７ 気 温 〃 採 水 時 に 毎 回 採 水 時 に 毎 回 

８ 水 温 〃 〃 〃 

９ 色 相 〃 〃 〃 

１０ 透 視 度 〃 － － 

１１ 透 明 度 － 採 水 時 に 毎 回 採 水 時 に 毎 回 

１２ 臭 気 採 水 時 に 毎 回 〃 〃 

１３ 外 観 〃 〃 〃 

健

康

項

目

１ カ ド ミ ウ ム 年 12 日（１日１回） 年２日（１日１回２層混合） 年６日（１日１回２層混合）  

２ 全 シ ア ン 〃 〃 〃 

３ 鉛 〃 〃 〃 

４ 六 価 ク ロ ム 〃 〃 〃 

５ 砒
ひ

素
そ

〃 〃 〃 

６ 総 水 銀 〃 年 12日（１日１回２層混合） 〃 

７ アルキル水銀※１ －※１ －※１ －※１ 

８ Ｐ Ｃ Ｂ 環境基準点のみ年２日（１日１回） 主要点のみ年２日（１日１回２層混合）  年２日（１日１回２層混合）  

９ ジクロロメタン 年２日（１日１回） 年２日（１日１回２層混合）  〃 

１０ 四 塩 化 炭 素 年 12 日（１日１回） 年 12日（１日１回２層混合） 〃 

１１ 1 , 2 - ｼ ﾞ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾀ ﾝ 年２日（１日１回） 年２日（１日１回２層混合）  〃 

１２ 1 , 1 - ｼ ﾞｸ ﾛﾛ ｴﾁ ﾚ ﾝ 〃 〃 〃 

１３ ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 〃 〃 〃 

１４ 1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 年 12 日（１日１回） 年 12日（１日１回２層混合） 〃 

１５ 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 年２日（１日１回） 年２日（１日１回２層混合）  〃 

１６ ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ 年 12 日（１日２回） 年 12日（１日１回２層混合） 年４日（１日１回２層混合）  

１７ ﾃ ﾄ ﾗ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ 〃 〃 〃 

１８ 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 年２日（１日１回） 年２日（１日１回２層混合）  年２日（１日１回２層混合）  

１９ チ ウ ラ ム 〃 〃 〃 

２０ シ マ ジ ン 〃 〃 〃 

２１ チオベンカルブ 〃 〃 〃 

２２ ベ ン ゼ ン 〃 〃 〃 

２３ セ レ ン 〃 〃 〃 

２４ 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 年 12 日（１日１回） 年 12 日（１日１回２層） 年 12 日（１日１回２層） 
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項目 

区分 

項目 

番号 
項 目 

測 定 頻 度 

河 川 湖 沼 海 域 

２５ ふ っ 素※２ 年６日（１日１回） 年２日（１日 1 回２層混合）  － 

２６ ほ う 素※２ 〃 〃 － 

２７ 1,4-ジオキサン 環境基準点のみ年２日（１日１回） 環境基準点のみ年２日（１日１回２層混合） 環境基準点のみ年２日（１日１回２層混合） 

生

活

環

境

項

目

１ ｐ Ｈ 年 12 日（１日４回） 年 12 日（１日１回２層） 年 12 日（１日１回２層） 

２ Ｂ Ｏ Ｄ 〃 〃 － 

３ Ｃ Ｏ Ｄ 〃 〃 年 12 日（１日１回２層） 

４ Ｓ Ｓ 〃 〃 － 

５ Ｄ Ｏ 〃 〃 年 12 日（１日１回２層） 

６ 大 腸 菌 群 数 年 12 日（１日１回） 年 12 日（１日１回上層） 年 12 日（１日１回上層） 

７ ｎ-ヘキサン抽出物質 年２日（１日２回） 主要点のみ年１２日（１日１回上層）  〃 

８ 全 窒 素 年 12 日（１日２回） 年 12 日（１日１回２層） 年 12 日（１日１回２層） 

９ 全 燐 〃 〃 〃 

１０ 全 亜 鉛 年 12 日（１日１回） 〃 〃 

１１ ノニルフェノール 〃 〃 〃 

１２ 
直鎖アルキルベンゼンスルホ

ン酸及びその塩
〃 〃 〃 

特

殊

項

目

１ フ ェ ノ ー ル 類 年６日（１日１回） 主要点のみ年２日（１日 1回２層混合） 年２日（１日１回２層混合）  

２ 銅 〃 〃 〃 

３ 溶 解 性 鉄 〃 〃 〃 

４ 溶解性マンガン 〃 〃 〃 

５ ク ロ ム 環境基準点のみ年２日（１日１回） 〃 － 

６ Ｅ Ｐ Ｎ 〃 〃 年２日（１日１回２層混合）  

７ ニ ッ ケ ル 年２日（１日１回） 〃 〃 

そ

の

他

の

項

目

１ アンモニア性窒素 年１２日（１日１回） 年 12 日（１日１回２層） 年 12 日（１日１回２層） 

２ 燐 酸 態 燐 〃 〃 〃 

３ 電 気 伝 導 率 年 12 日（１日４回） 〃 － 

４ 塩 化 物 イ オ ン 年 12 日（１日２回） 〃 － 

５ 塩 分 － － 年 12 日（１日１回２層） 

６ 陰イオン界面活性剤 年６日（１日１回） 年２日（１日１回上層） 年６日（１日１回上層） 

７ クロロフィルａ － 年 12 日（１日１回上層） 年 12 日（１日１回上層） 

８ トリハロメタン生成能 特定点のみ年４日（１日１回）  特定点のみ年２日（１日 1回２層混合） － 

注 １ 各測定機関は、汚濁源の状況や環境基準の達成状況及び知見の集積状況に応じ、適宜測定

項目及び頻度の効率化を行うことができる。 

２ 「年１２日」とは、毎月測定することを示す。 

「年 ６日」とは、隔月で測定することを示す。 

「年 ２日」とは、半年ごとに測定することを示す。 

３ 「１日１回」とは、日中に１回測定することを示す。 

「１日２回」とは、１２時間間隔で２回測定することを示す（ただし、潮汐の影響を受け

る場合を除く）。 

「１日４回」とは、６時間間隔で４回測定することを示す。 
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４ 「－」とは測定しないことを示す。 

５ 主要点とは、湖沼の測定地点のうち、相模湖境川橋及び湖央東部、津久井湖沼本ダム及び

湖央部、芦ノ湖湖央部、丹沢湖湖央部及び湖西部をいう。 

６ 特定点とは、水道水源となっている多摩水道橋、田園調布取水堰（上）、寒川取水堰（上）、

飯泉取水堰（上）、相模湖湖央東部、津久井湖湖央部、丹沢湖湖央部及び宮ケ瀬湖ダム中央

をいう。 

７ ※１ アルキル水銀は、総水銀が検出された場合分析を行う。

８ ※２ ふっ素及びほう素は汽水域については測定しない。
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別表２ 測定地点及び測定機関 

１ 総括表 

水  域 測 定 地 点 数 
内  訳 

環 境 基 準 点 そ   の   他 

河  川 89 49 40 

湖       沼 19 10 9 

（相模湖） (5) (2) (3) 

（津久井湖） (4) (2) (2) 

（芦ノ湖） (4) (4) (0) 

（丹沢湖） (4) (1) (3) 

（宮ケ瀬湖） (2) (1) (1) 

海  域 42 29 13 

（東京湾） (22) (21) (1) 

（相模湾） (20) (8) (12) 

計 150 88 62 

注）測定地点数における環境基準点の地点数内訳は次の通り。 

  ・河川においては、「BOD」及び「全亜鉛・ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ・直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及びその塩」の両方又はいずれか

で環境基準点が設定された地点数。 

  ・湖沼・海域においては、「COD」、「全窒素及び全燐」及び「全亜鉛・ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ・直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及びそ

の塩」の全て又はいずれかで環境基準点が設定された地点数。 

２ 河 川 

環境
基準点

類 型
環境
基準点

類 型

多　摩　川 1 多 摩 川 原 橋 ◯ ◯ 国土交通省

2 多 摩 水 道 橋 国土交通省

3 二子橋（第三京浜） 国土交通省

4 田園調布取水堰（上） ◯ ◯ 国土交通省

5 六　　郷　　橋 国土交通省

6 大　　師　　橋 ◯ ◯ 国土交通省

三　沢　川 7 一　　の　　橋 ◯ Ｃ ◯ 生物Ｂ 川 崎 市

二ヶ領本川 8 堰　　前　　橋 ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 川 崎 市

平　瀬　川 9 平瀬橋（人道橋） ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 川 崎 市

鶴　見　川 10 千　　代　　橋 横 浜 市

11 亀　の　子　橋 ◯ 国土交通省

12 大　　綱　　橋 国土交通省

13 末　　吉　　橋 国土交通省

14 臨港鶴見川橋 ◯ ◯ 国土交通省

恩　田　川 15 都 橋 Ｄ 横 浜 市

大　熊　川 16 大　　竹　　橋 Ｄ 国土交通省

鳥　山　川 17 又　　口　　橋 Ｄ 国土交通省

早　渕　川 18 峰　　大　　橋 Ｃ 国土交通省

矢　上　川 19 矢　上　川　橋 Ｃ 国土交通省

麻　生　川 20 耕　　地　　橋 Ｄ 川 崎 市

真 福 寺 川 21 水　車　橋　前 Ｄ 川 崎 市

測定機関

Ｂ 生物Ｂ

Ｄ

Ｃ

生物Ｂ

水　　域 支　　川 番号 測定地点
ＢＯＤ

全亜鉛・ノニルフェノール

・直鎖アルキルベンゼンス

ルホン酸及びその塩
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環境

基準点
類 型

環境

基準点
類 型

入　江　川 22 入　　江　　橋 ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 横 浜 市

帷　子　川 23 水　　道　　橋 ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 横 浜 市

大　岡　川 24 清　　水　　橋 ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 横 浜 市

宮　　　川 25 瀬　　戸　　橋 ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 横 浜 市

侍　従　川 26 平　　潟　　橋 ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 横 浜 市

鷹　取　川 27 追　　浜　　橋 ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 横 須 賀 市

平　作　川 28 夫　　婦　　橋 ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 横 須 賀 市

松　越　川 29 竹 川 合 流 後 ◯ Ｃ ◯ 生物Ｂ 横 須 賀 市

下　山　川 30 下　　山　　橋 ◯ Ｃ ◯ 生物Ｂ 神 奈 川 県

31 森　　戸　　橋 ◯ Ｃ ◯ 生物Ｂ 神 奈 川 県

田　越　川 32 渚　　　　　橋 ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 神 奈 川 県

滑　　　川 33 滑　　川　　橋 ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 神 奈 川 県

神　戸　川 34 神　　戸　　橋 ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 神 奈 川 県

境　　　川 35 常　　矢　　橋 相 模 原 市

36 鶴　　間　　橋 大 和 市

37 新　道　大　橋 大 和 市

38 高　　鎌　　橋 横 浜 市

39 大　　道　　橋 ◯ 藤 沢 市

40 境　　川　　橋 ◯ ◯ 藤 沢 市

柏　尾　川 41 吉　　倉　　橋 横 浜 市

42 鷹　　匠　　橋 横 浜 市

43 川　　名　　橋 藤 沢 市

（いたち川） 44 い た ち 川 橋 横 浜 市

引　地　川 45 福　　田　　橋 大 和 市

46 下 土 棚 大 橋 藤 沢 市

47 石　　川　　橋 藤 沢 市

48 富　士　見　橋 ◯ ◯ 藤 沢 市

相　模　川 49 小　　倉　　橋 ◯ 生物Ａ 相 模 原 市

50 昭　　和　　橋 厚 木 市

51 相　模　大　橋 神 奈 川 県

52 寒川取水堰（上） ◯ ◯ 神 奈 川 県

53 馬　　入　　橋 ◯ Ｂ ◯ 国土交通省

秋　山　川 54 道志第1発電所上流 ◯ Ａ ◯ 生物Ａ 相 模 原 市

道　志　川 55 両　　国　　橋 相 模 原 市

56 弁　　天　　橋 ◯ ◯ 相 模 原 市

串　　　川 57 河　　原　　橋 ◯ Ａ ◯ 生物Ａ 相 模 原 市

鳩　　　川 58 馬　　船　　橋 ◯ Ａ ◯ 生物Ｂ 神 奈 川 県

中　津　川 59 第 一 鮎 津 橋 ◯ Ａ ◯ 生物Ａ 厚 木 市

小　鮎　川 60 第 二 鮎 津 橋 ◯ Ａ ◯ 生物Ｂ 厚 木 市

玉　　　川 61 相川水位観測所 ◯ Ａ ◯ 生物Ｂ 厚 木 市

永　池　川 62 新　竹　沢　橋 ◯ Ａ ◯ 生物Ｂ 神 奈 川 県

目 久 尻 川 63 河　　原　　橋 ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 神 奈 川 県

小　出　川 64 宮　の　下　橋 ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 茅 ヶ 崎 市

Ａ

生物Ｂ

生物Ａ

Ｃ

Ａ

生物Ｂ

生物Ｂ

 森戸川（葉山町）

Ｄ

Ｃ

水　　域 支　　川 番号 測定地点
ＢＯＤ

測定機関

全亜鉛・ノニルフェノール

・直鎖アルキルベンゼンス

ルホン酸及びその塩
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環境
基準点

類 型
環境
基準点

類 型

金　目　川 65 小 田 急 鉄 橋 ◯ Ａ 神 奈 川 県

66 花　　水　　橋 ◯ ◯ 神 奈 川 県

鈴　　　川 67 下　之　宮　橋 平 塚 市

渋　田　川 68 立　　堀　　橋 平 塚 市

葛　　　川 69 吉　　田　　橋 ◯ Ｃ ◯ 生物Ｂ 神 奈 川 県

中　村　川 70 押　　切　　橋 ◯ Ｃ ◯ 生物Ｂ 神 奈 川 県

森　戸　川 71 万　　石　　橋 小 田 原 市

(小田原市) 72 親　　木　　橋 ◯ ◯ 小 田 原 市

酒　匂　川 73 県　　　　　境 神 奈 川 県

74 峰　　下　　橋 神 奈 川 県

75 十　文　字　橋 ◯ 神 奈 川 県

76 報　　徳　　橋 小 田 原 市

77 飯泉取水堰（上） ◯ 小 田 原 市

78 酒　　匂　　橋 ◯ Ｂ ◯ 小 田 原 市

玄　倉　川 79 玄倉水位観測所 神 奈 川 県

河　内　川 80 湖　流　入　前 神 奈 川 県

落合発電所放流水 81 落 合 発 電 所 神 奈 川 県

世　附　川 82 湖　流　入　前 神 奈 川 県

川　音　川 83 文　　久　　橋 神 奈 川 県

狩　　　川 84 狩　　川　　橋 小 田 原 市

山　王　川 85 山　　王　　橋 ◯ Ｂ ◯ 生物Ｂ 小 田 原 市

早　　　川 86 函嶺もみじ橋 神 奈 川 県

87 早　　川　　橋 ◯ ◯ 小 田 原 市

新　崎　川 88 吉　　浜　　橋 ◯ Ａ ◯ 生物Ａ 神 奈 川 県

千　歳　川 89 千　　歳　　橋 ◯ Ａ ◯ 生物Ａ 神 奈 川 県

生物Ｂ

生物Ａ

生物Ｂ

生物Ｂ

Ａ

Ａ

生物Ａ

Ａ

全亜鉛・ノニルフェノール

・直鎖アルキルベンゼンス

ルホン酸及びその塩 測定機関

Ｃ

Ｃ 生物Ｂ

生物Ａ

水　　域 支　　川 番号 測定地点
ＢＯＤ
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３ 湖 沼 

（１）相模湖 

 

 

（２）津久井湖 

 

 

（３）芦ノ湖 

 

 

（４）丹沢湖  

 

 

（５）宮ケ瀬湖 

 

環境
基準点

類 型
環境
基準点

類型
環境
基準点

類 型

90 境 川 橋 － ◯ 相 模 原 市

91 日連大橋 － 相 模 原 市

92 湖央西部
勝瀬橋の右岸とﾎﾃﾙ相模湖ﾛｰﾔﾙA館を結ん
だ線上の、ﾎﾃﾙ直下の岸から0.25kmの地点

相 模 原 市

93 湖央東部 遊覧船さん橋延長0.25kmの地点 ◯ ◯ 相 模 原 市

94 相模湖大橋 － 相 模 原 市

番号
ＣＯＤ

全亜鉛・ノニルフェノール

・直鎖アルキルベンゼンス

ルホン酸及びその塩

全窒素及び全燐

湖沼Ａ

測定機関位　　　　　　置測定地点

河川
生物Ａ

湖沼Ⅱ

環境
基準点

類 型
環境
基準点

類型
環境
基準点

類 型

95 沼本ダム － ◯ 相 模 原 市

96 名 手 橋 － 相 模 原 市

97 湖 央 部
放水塔と串川注水口を結んだ線の串川注
水口側から0.29ｋｍの地点

◯ ◯ 相 模 原 市

98 道 志 橋 － 相 模 原 市

測定機関

湖沼Ⅱ
河川
生物Ａ

番号 測定地点 位　　　　　　置

湖沼Ａ

ＣＯＤ 全窒素及び全燐
全亜鉛・ノニルフェノール

・直鎖アルキルベンゼンス

ルホン酸及びその塩

環境

基準点
類 型

環境

基準点
類 型

99 湖北中央部 逆川口とトリカブトを結んだ線の逆川口側から0.6ｋｍの地点 ◯ 神 奈 川 県

100 湖 央 部 逆川口とトリカブトを結んだ線の逆川口側から3.4ｋｍの地点 ◯ ◯ 神 奈 川 県

101 湖 西 部 逆川口とトリカブトを結んだ線の逆川口側から5.2ｋｍの地点 ◯ 神 奈 川 県

102 湖 東 部 弁天の鼻と沓石を結んだ線の弁天の鼻側から0.6ｋｍの地点 ◯ 神 奈 川 県

測定機関

全亜鉛・ノニルフェノール

・直鎖アルキルベンゼンス

ルホン酸及びその塩番号 測定地点 位            置

湖沼
ＡＡ

ＣＯＤ

湖沼
生物Ａ

環境

基準点
類 型

環境

基準点
類 型

103 湖 央 部  城山突端と田ノ入発電所取水口を結んだ線の中央 ◯ ◯ 神 奈 川 県

104 大仏大橋 － 神 奈 川 県

105 湖 東 部  サカイ沢橋右岸と棚上橋左岸を結んだ線の中央 神 奈 川 県

106 湖 西 部  梯子沢橋左岸と方の口沢橋左岸を結んだ線の中央 神 奈 川 県

全亜鉛・ノニルフェノール

・直鎖アルキルベンゼンス

ルホン酸及びその塩 測定機関

湖沼
生物Ａ

測定地点番号

湖沼Ａ

ＣＯＤ
位            置

環境

基準点
類 型

環境

基準点
類 型

107 ダムサイト  猿とび橋直上流網場の基礎を結んだ線の中央 ◯ ◯ 国土交通省

108 ダム中央  落合ＩＴＶポールと鷲ヶ沢上流半島頂上を結んだ線の中央 国土交通省

全亜鉛・ノニルフェノール

・直鎖アルキルベンゼンス

ルホン酸及びその塩

湖沼Ａ

測定機関番号 測定地点 位            置
ＣＯＤ

湖沼
生物Ａ
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４ 海 域 

（１）東京湾 

 
 

注 全亜鉛、ﾉﾆﾙﾌｪﾉｰﾙ、直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸及びその塩の水域類型に係る東京湾(ｲ)、東京湾(ﾛ)、東京湾(ﾊ)、東京

湾(ﾆ)、 東京湾(ﾎ)及び東京湾(ﾍ)に係る部分を除く東京湾全域。 

 

  

環境

基準点
水  域 類型

環境

基準点
水  域 類型

環境

基準点
水  域 類型

109 京浜運河千鳥町
N35ﾟ30'16"

E139ﾟ45'12"
◯ 川 崎 市

110 東扇島防波堤西
N35ﾟ28'45"

E139ﾟ44'45"
◯ 川 崎 市

111 京浜運河扇町
N35ﾟ29'31"

E139ﾟ43'16"
◯ 川 崎 市

112 鶴見川河口先
N35ﾟ28'34"

E139ﾟ41'07"
◯ 横 浜 市

113 横浜港内
N35ﾟ27'37"

E139ﾟ38'49"
◯ 横 浜 市

114 磯子沖
N35ﾟ23'40"

E139ﾟ38'52"
◯

東京湾
(7)

Ｃ 横 浜 市

115 夏島沖
N35ﾟ18'24"

E139ﾟ38'48"
◯

東京湾
(8)

Ｃ ◯
東京湾
(ﾊ)

Ⅳ ◯ 横 須 賀 市

116 浮島沖
N35ﾟ30'16"

E139ﾟ48'30"
◯

東京湾
(9)

Ｂ
東京湾
(ﾛ)

Ⅳ 川 崎 市

117 平潟湾内
N35ﾟ19'47"

E139ﾟ37'36"
◯

東京湾
(10)

Ｂ
東京湾
(ﾆ)

Ⅲ 横 浜 市

118 東扇島沖
N35ﾟ29'02"

E139ﾟ47'44"
◯ ◯ ◯ 川 崎 市

119 扇島沖
N35ﾟ27'39"

E139ﾟ44'53"
◯ ◯ ◯ 川 崎 市

120 本牧沖
N35ﾟ25'09"

E139ﾟ41'42"
◯ ◯ ◯ 横 浜 市

121 富岡沖
N35ﾟ22'12"

E139ﾟ40'24"
◯ ◯ ◯ 横 浜 市

122 平潟湾沖
N35ﾟ20'18"

E139ﾟ39'30"
横 浜 市

123 大津湾
N35ﾟ16'44"

E139ﾟ42'00"
◯

東京湾
(13)

Ｂ ◯
東京湾
(ﾆ)

海域生
物特Ａ

横 須 賀 市

124 浦賀港内
N35ﾟ14'16"

E139ﾟ43'28"
◯

東京湾
(14)

Ｂ 横 須 賀 市

125 久里浜港内
N35ﾟ13'25"

E139ﾟ43'08"
◯

東京湾
(15)

Ｂ 横 須 賀 市

126 中の瀬北
N35ﾟ25'16"

E139ﾟ44'44"
◯ ◯ ◯ 神 奈 川 県

127 中の瀬南
N35ﾟ21'02"

E139ﾟ43'18"
◯ ◯ ◯ 神 奈 川 県

128 観音崎北沖
N35ﾟ17'08"

E139ﾟ45'28"
◯ ◯ ◯ 神 奈 川 県

129 浦賀沖
N35ﾟ13'40"

E139ﾟ45'48"
◯ ◯ ◯ 神 奈 川 県

130 剱崎沖
N35ﾟ08'22"

E139ﾟ45'28"
◯ ◯ 神 奈 川 県

海域
生物Ａ

東京湾

(全域注)

東京湾

(全域注)

東京湾
(ﾆ)

Ⅲ

東京湾
(ﾎ)

Ⅱ

東京湾
(ﾎ)

海域
生物Ａ

Ａ

東京湾
(ﾛ)

Ⅱ

東京湾
(ﾆ)

Ⅲ

Ⅳ

東京湾
(17)

Ａ

番号 測定地点
緯　度
経　度

東京湾
(6)

Ｃ

東京湾
(12)

Ｂ

東京湾
(16)

全亜鉛・ノニルフェノール

・直鎖アルキルベンゼンスル

ホン酸及びその塩 測定機関

ＣＯＤ 全窒素及び全燐

東京湾
(ﾛ)

Ⅳ
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（２）相模湾 

 

 

環境
基準点

水　域 類 型

131 江の島西 N35ﾟ18'06" E139ﾟ28'21" 藤 沢 市

132 辻堂沖 N35ﾟ18'24" E139ﾟ26'52" ◯ 藤 沢 市

133 城ヶ島沖 N35ﾟ07'00" E139ﾟ37'36" ◯ 神 奈 川 県

134 城ヶ島西 N35ﾟ08'02" E139ﾟ35'48" 神 奈 川 県

135 小網代湾 N35ﾟ10'12" E139ﾟ35'48" ◯ 神 奈 川 県

136 小田和湾 N35ﾟ12'57" E139ﾟ36'23" 横 須 賀 市

137 葉山沖 N35ﾟ15'30" E139ﾟ33'36" 神 奈 川 県

138 由比ヶ浜沖 N35ﾟ17'12" E139ﾟ32'36" ◯ 神 奈 川 県

139 七里ヶ浜沖 N35ﾟ17'36" E139ﾟ30'12" 神 奈 川 県

140 茅ヶ崎沖 N35ﾟ18'06" E139ﾟ23'49" 茅 ヶ 崎 市

141 平塚沖 N35ﾟ18'24" E139ﾟ21'01" 平 塚 市

142 大磯沖 N35ﾟ17'36" E139ﾟ17'13" ◯ 神 奈 川 県

143 湾央東 N35ﾟ14'48" E139ﾟ28'21" 神 奈 川 県

144 湾央 N35ﾟ14'48" E139ﾟ22'25" ◯ 神 奈 川 県

145 湾央西 N35ﾟ14'48" E139ﾟ16'25" 神 奈 川 県

146 国府津沖 N35ﾟ16'20" E139ﾟ13'33" 小 田 原 市

147 小田原沖 N35ﾟ14'48" E139ﾟ11'13" 小 田 原 市

148 根府川沖 N35ﾟ12'36" E139ﾟ09'37" ◯ 小 田 原 市

149 真鶴沖 N35ﾟ09'43" E139ﾟ09'37" 神 奈 川 県

150 吉浜沖 N35ﾟ08'38" E139ﾟ07'45" ◯ 神 奈 川 県

相模湾(2) Ａ

測定機関

ＣＯＤ

番号 測定地点 緯　度 経　度

相模湾(1) Ａ
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別表３ 測定方法及び数値の取扱い方法 

 

１ 健康項目 

項   目 測    定    方    法 
報告下限値 

（mg/L） 

（参考） 

環境基準値 

カ ド ミ ウ ム 

JIS K 0102 55.2 電気加熱原子吸光法 

〃   55.3 ICP 発光分光分析法 

〃   55.4 ICP 質量分析法 

0.0003 0.003 ㎎/L以下 

全 シ ア ン 

JIS K 0102 38.1.2 及び 38.2 吸光光度法 

〃   38.1.2 及び 38.3 吸光光度法 

〃   38.1.2 及び 38.5 流れ分析法 

0.1 検出されないこと 

鉛 

JIS K 0102 54.1  フレーム原子吸光法 

〃   54.2 電気加熱原子吸光法 

〃   54.3 ICP 発光分光分析法  

〃   54.4 ICP 質量分析法 

0.005 0.01㎎/L以下 

六 価 ク ロ ム 

JIS K 0102 65.2.1 ｼﾞﾌｪﾆﾙｶﾙﾊﾞｼﾞﾄﾞ吸光光度法 

〃   65.2.3  電気加熱原子吸光法 

〃   65.2.4 ICP発光分光分析法 

〃   65.2.5 ICP質量分析法 

〃   65.2.6 流れ分析法 (汽水又は海水を

測定する場合にあっては、

JIS K 0170-7の 7の a)又は

b)に定める操作を行うもの

とする。） 

0.02 0.05㎎/L以下 

砒 素 

JIS K 0102 61.2 水素化物発生原子吸光法 

〃   61.3  水素化物発生 ICP発光分光分析法 

〃   61.4 ICP 質量分析法 

0.005 0.01㎎/L以下 

総 水 銀 環境基準告示 付表２ 還元気化原子吸光光度法 0.0005 0.0005 ㎎/L 以下 

アルキル水銀 環境基準告示 付表３  GC法(ECD) 0.0005 検出されないこと 

Ｐ Ｃ Ｂ 環境基準告示 付表４  GC法(ECD) 0.0005 検出されないこと 

ジクロロメタン 

JIS K 0125 5.1  パージ・トラップ GC-MS法 

〃   5.2.1 ヘッドスペース GC-MS法 

〃   5.2.2 ﾄﾗｯﾌﾟ型ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ GC-MS 法 

0.0002 0.02㎎/L以下 

四 塩 化 炭 素 

JIS K 0125 5.1  パージ・トラップ GC-MS法 

〃   5.2.1 ヘッドスペース GC-MS法 

〃   5.2.2 ﾄﾗｯﾌﾟ型ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ GC-MS 法 

0.0002 0.002 ㎎/L以下 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 

JIS K 0125 5.1  パージ・トラップ GC-MS法 

〃   5.2.1 ヘッドスペース GC-MS法 

〃   5.2.2 ﾄﾗｯﾌﾟ型ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ GC-MS 法 

0.0002 0.004 ㎎/L以下 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

JIS K 0125 5.1  パージ・トラップ GC-MS法 

〃   5.2.1 ヘッドスペース GC-MS法 

〃   5.2.2 ﾄﾗｯﾌﾟ型ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ GC-MS 法 

0.0002 0.1㎎/L 以下 

ｼｽ-1,2-ｼ゙ ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

JIS K 0125 5.1  パージ・トラップ GC-MS法 

〃   5.2.1 ヘッドスペース GC-MS法 

〃   5.2.2 ﾄﾗｯﾌﾟ型ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ GC-MS 法 

0.0002 0.04㎎/L以下 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

JIS K 0125 5.1  パージ・トラップ GC-MS法 

〃   5.2.1 ヘッドスペース GC-MS法 

〃   5.2.2 ﾄﾗｯﾌﾟ型ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ GC-MS 法 

0.0002 1 ㎎/L以下 
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項   目 測    定    方    法 
報告下限値 

（mg/L） 

（参考） 

環境基準値 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 

JIS K 0125 5.1  パージ・トラップ GC-MS法 

〃   5.2.1 ヘッドスペース GC-MS法 

〃   5.2.2 ﾄﾗｯﾌﾟ型ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ GC-MS 法 

0.0002 0.006 ㎎/L以下 

ﾄ ﾘ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ 

JIS K 0125 5.1  パージ・トラップ GC-MS法 

〃   5.2.1 ヘッドスペース GC-MS法 

〃   5.2.2 ﾄﾗｯﾌﾟ型ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ GC-MS 法 

0.0002 0.01㎎/L以下 

ﾃ ﾄ ﾗ ｸ ﾛ ﾛ ｴ ﾁ ﾚ ﾝ 

JIS K 0125 5.1  パージ・トラップ GC-MS法 

〃   5.2.1 ヘッドスペース GC-MS法 

〃   5.2.2 ﾄﾗｯﾌﾟ型ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ GC-MS 法 

0.0002 0.01㎎/L以下 

1,3-ｼ゙ ｸﾛﾛﾌ゚ ﾛﾍ゚ ﾝ 

JIS K 0125 5.1  パージ・トラップ GC-MS法 

〃   5.2.1 ヘッドスペース GC-MS法 

〃   5.2.2 ﾄﾗｯﾌﾟ型ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ GC-MS 法 

0.0004 0.002 ㎎/L以下 

チ ウ ラ ム 環境基準告示 付表５ 高速液体クロマトグラフ法 0.0006 0.006 ㎎/L以下 

シ マ ジ ン 
環境基準告示 付表６の第１ GC-MS法 

〃     付表６の第２ GC 法（FTD） 
0.0003 0.003 ㎎/L以下 

チオベンカルブ 
環境基準告示 付表６の第１ GC-MS法 

〃     付表６の第２ GC 法（ECD）（FTD) 
0.002 0.02㎎/L以下 

ベ ン ゼ ン 

JIS K 0125 5.1  パージ・トラップ GC-MS法 

〃   5.2.1 ヘッドスペース GC-MS法 

〃   5.2.2 ﾄﾗｯﾌﾟ型ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ GC-MS 法 

0.0002 0.01㎎/L以下 

セ レ ン 

JIS K 0102 67.2 水素化合物発生原子吸光法 

〃   67.3 水素化合物発生ICP発光分光分析法 

〃    67.4 ICP質量分析法 

0.002 0.01㎎/L以下 

硝 酸 性 窒 素 

淡水 

JIS K 0102 43.2.3 銅・ｶﾄﾞﾐｳﾑｶﾗﾑ還元-ﾅﾌﾁﾙ 

ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ吸光光度法 

〃   43.2.5 イオンクロマトグラフ法 

〃    43.2.6 流れ分析法 

0.05 

硝酸性窒素及び 

亜硝酸性窒素 

10 mg/L 以下 

海水 

JIS K 0102 43.2.3 銅・ｶﾄﾞﾐｳﾑｶﾗﾑ還元-ﾅﾌﾁﾙ 

ｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ吸光光度法 

〃    43.2.6 流れ分析法 

0.05 

亜硝酸性窒素 

淡水 

JIS K 0102 43.1.1 ﾅﾌﾁﾙｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ吸光光度法 

〃    43.1.2 イオンクロマトグラフ法 

〃    43.1.3 流れ分析法 

0.05 

海水 
JIS K 0102 43.1.1 ﾅﾌﾁﾙｴﾁﾚﾝｼﾞｱﾐﾝ吸光光度法 

〃    43.1.3 流れ分析法 
0.05 

ふ っ 素 

JIS K 0102 34.1 吸光光度法 

JIS K 0102 34.1 c)（注(6)第三文を除く。）に定め

る方法（懸濁物質及びイオンクロマトグラフ法で

妨害となる物質が共存しない場合にあっては、こ

れを省略することができる。）及び環境基準告示 

付表７ イオンクロマトグラフ法 

JIS K 0102 34.4 流れ分析法 

0.08 0.8㎎/L 以下 

ほ う 素 

JIS K 0102 47.1 メチレンブルー吸光光度法 

〃   47.3  ICP 発光分光分析法 

〃   47.4 ICP 質量分析法 

0.02 1 ㎎/L以下 

1,4-ジオキサン 

環境基準告示 付表８の第１ 活性炭抽出 GC-MS法 

    〃     付表８の第２ ﾊﾟｰｼﾞ･ﾄﾗｯﾌﾟ GC-MS法 

    〃     付表８の第３ ﾍｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ GC-MS法 

0.005 0.05㎎/L以下 

12



２ 生活環境項目 

項   目 測    定    方    法 
報告下限値 
（mg/L） 

ｐＨ JIS K 0102 12.1 ガラス電極法 ― 

Ｂ Ｏ Ｄ JIS K 0102 21 0.1 

Ｃ Ｏ Ｄ JIS K 0102 17 過マンガン酸カリウムによる酸素消費量 0.1 

Ｓ   Ｓ 環境基準告示 付表９ 1 

Ｄ   Ｏ 

JIS K 0102 32.1 よう素滴定法 

〃   32.3 隔膜電極法 

〃   32.4 光学式センサ法 

0.1 

大 腸 菌 群 数 環境基準告示 別表２備考４ 最確数法 ― 

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質 環境基準告示 付表 14 0.5 

全  窒  素 
 淡水 

JIS K 0102 45.2 紫外線吸光光度法 

JIS K 0102 45.4 銅・カドミウムカラム還元法 
0.05 

海水 JIS K 0102 45.4 銅・カドミウムカラム還元法 0.02 

全    燐 
JIS K 0102 46.3.1 ペルオキソ二硫酸カリウム分解法 

〃   46.3.1 備考 12 加熱濃縮操作 
0.003 

全  亜  鉛 

JIS K 0102 53.1 フレーム原子吸光法 

〃   53.2  電気加熱原子吸光法 

〃   53.3 ICP 発光分光分析法 

〃   53.4 ICP 質量分析法 

0.001 

ノニルフェノール 環境基準告示 付表 11 GC-MS 法 0.00006 

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽ

ﾙﾎﾝ酸及びその塩 
環境基準告示 付表 12 LC/MS/MS 法 0.0006 

 

３ 特殊項目 

項   目 測    定    方    法 
報告下限値 
（mg/L） 

フェノール類 JIS K 0102 28.1.1 及び 28.1.2 吸光光度法 0.005 

銅 

JIS K 0102 52.2 フレーム原子吸光法 

〃   52.3  電気加熱原子吸光法 

〃   52.4 ICP 発光分光分析法 

〃   52.5 ICP 質量分析法 

0.01 

溶 解 性 鉄 

JIS K 0102 57.2 フレーム原子吸光法 

〃   57.3  電気加熱原子吸光法 

〃   57.4 ICP 発光分光分析法 

0.02 

溶解性マンガン 

JIS K 0102 56.2 フレーム原子吸光法 

〃   56.3  電気加熱原子吸光法 

〃   56.4 ICP 発光分光分析法 

〃   56.5 ICP 質量分析法 

0.01 

ク ロ ム 

JIS K 0102 65.1.1 ジフェニルカルバジド吸光光度法 

〃   65.1.3  電気加熱原子吸光法 

〃   65.1.4 ICP発光分光分析法 

〃   65.1.5 ICP質量分析法 

0.02 

Ｅ Ｐ Ｎ 
環境庁通知 付表１の第１ GC-MS法 

〃   付表１の第２ GC法（ECD）（FTD）（FPD） 
0.0006 

ニ ッ ケ ル 

JIS K 0102 59.3 ICP 発光分光分析法 

環境庁通知 付表４ ICP質量分析法 

〃   付表５ 電気加熱原子吸光法 

0.008 
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４ その他項目 

項   目 測    定    方    法 
報告下限値 

（mg/L） 

ｱ ﾝ ﾓ ﾆ ｱ性窒素 
JIS K 0102 42.1 及び 42.2 吸光光度法 

〃   42.1及び 42.6 流れ分析法 
0.04 

燐 酸 態 燐 
JIS K 0102 46.1.1 吸光光度法 

〃   46.1.1 備考６ 吸光光度法 

河川・湖沼 0.005 

海域 0.001 

電 気 伝 導 率 JIS K 0102 13   1（mS/m） 

塩化物イオン 
JIS K 0102 35.1 硝酸銀滴定法 

〃   35.3 イオンクロマトグラフ法 
2 

塩 分 海洋観測指針 5.3 サリノメータ法 ― 

陰ｲｵﾝ界面活性剤 
JIS K 0102 30.1.1 メチレンブルー吸光光度法 

〃   30.1.4 流れ分析法 
0.03 

クロロフィルａ 上水試験方法 Ⅳ－２－２５ ― 

ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ生成能 環境庁告示第 30号別表に掲げる方法に準ずる方法 ― 

（クロロホルム生成能） 0.0001 

（ブロモジクロロメタン生成能） 0.0001 

（ジブロモクロロメタン生成能） 0.0001 

（ブロモホルム生成能） 0.0001 

 

（注１）表中の用語は、次による。 

○JIS：日本産業規格 

※JIS K 0102は 2016年版を使用する 

○環境基準告示：昭和 46年 12 月 28日環境庁告示第 59 号 

○環境庁告示第 30 号：平成 7年 6 月 16日環境庁告示第 30号 

○環境庁通知：平成 5年 4月 28 日環水規第 121号（改定 平成 11 年 3月 12 日付け環水企第 89号、

環水管第 69 号及び環水規第 79 号） 

 

（注２）有効数字 

・有効数字は２桁（ただし、塩分は４桁）とし、３桁目以下又は報告下限値を下回る桁については切

り捨てる。ただし、ｐＨについては、小数第２位を四捨五入し小数点以下１桁までとし、ＤＯにつ

いては、小数第２位以下を切り捨て小数点以下１桁までとする。 

 

（注３）硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素の報告値 

・硝酸性窒素と亜硝酸性窒素については、両者の測定値の合計を求めた後に、（注２）の桁数処理を

行う。ただし、硝酸性窒素と亜硝酸性窒素の測定値のいずれか一方が報告下限値未満の場合は、そ

の報告下限値未満に代えて報告下限値の数値を測定値として扱う。 

・硝酸性窒素と亜硝酸性窒素が両方とも報告下限値未満の場合には、報告下限値未満とする。 

 

（注４）環境基準値が複数物質の濃度の和とされている項目の報告値 

・環境基準値が複数物質の濃度の和とされている環境基準項目（硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素を除

く。）については、当該物質それぞれの定量下限値を次のとおり設定する。 

項目 定量下限値(mg/L) 

ノニル 

フェノール 

検量線作成時の最低濃度（原則として 0.01μg/mL。ただし、検出
が困難な異性体については 0.01～0.06μg/mL の範囲で設定す
る。）に FID から求めた異性体組成比と濃縮倍率の逆数を乗じ、有
効数字 2 桁で切り上げた値 

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸
及びその塩 

0.00002 

 

・報告値については、まず、当該物質それぞれの測定値の合計を求めた後に、（注２）の桁数処理を

行う。ただし、当該物質の測定値のいずれかが前項で定める定量下限値未満の場合は、その定量下

限値未満に代えて定量下限値の数値を測定値として扱う。 
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（参考） 

図１ 河川水質測定地点 

注 図１～８の○は測定地点を示す。 

数字は測定地点番号を示す。 
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図２ 相模湖水質測定地点 
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図３ 津久井湖水質測定地点 
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図４ 芦ノ湖水質測定地点 
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図５ 丹沢湖水質測定地点 
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図６ 宮ヶ瀬湖水質測定地点 
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図７－１ 東京湾水質測定地点（COD） 
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図７－２ 東京湾水質測定地点（全窒素、全燐） 
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図７－３ 東京湾水質測定地点（水生生物） 
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図８ 相模湾水質測定地点 
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Ⅱ 地下水質測定計画 

 

 

 



 

 

 

 

 

 




